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非磁性金属を含むあらゆる金属を検出・除去。

高感度センサーが樹脂ペレット•粉粒体に

封入された金属異物も検出します。

金属異物の除去方法

構造イメージ図

センサ ーが検出した金属界物

は、その周辺の材料と一緒に排

出ダンパーにて排出されます。

上部ホッパー

センサー連結ユ＝ット
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排出ダンパー
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金属検出の原理
（誘繭損失分離型高周波発振式センサー）

センサーユニットイメージ囮

金屡異物

センサーが発生させている磁界困
（約10MHz以上）
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磁界に金属が近づくことによる
発生磁界[BJ(困の逆方向）

センサー内管（セラミックス）
材料と接触する面

●検出波形と閾値

検出閾値

【動作原理】

センサ ーが発生させている磁界囚に

金属が近づくと金属表面に渦状に霞

流が発生し、凶を打ち消す方向に磁界

が発生します。

発生した磁界固を検出し、 その磁界の

強さがあらかじめ決められた検出閾値

を超えた場合に金属として判断をする

仕組みです。

●センサー感度（分布）

セラミックス

� 
センサー コイルに近いほど感

度が高く、離れるほど感度が

低くなります。メタリダーの検

出能力はセンサ ー の中心部

分（＝叢も感度の低い部分）を

塞準にして定めています。

口共通仕様 MHD I MS I WPM 

金属検出方法 誘雫損失分離型高周波発振式

異物除去機構 ソレノイド駆動式ダンパー

排 出 口 径 外形¢50暉（セ刀→勁1520 24 30)が形¢60.5mm(セカ→蜘42) I 外形</J60.5mm I 外形(JJ85mm

対 象 材 料 樹脂ペレット・粉粒体※その他の材料でこ伎用される場合はあらかじめさ目談ください

材料移送方法 自然落下方式

上部ホッパー 上面より高さlOOan以内 本体フレーム上 面より忘さ 20an以内（標準） 木体上部ヘルール継手上面より材料投入高さ ※ホッ パ ー上部のブロテクタ一上に落下させること 上 部ホッ パ※ホ
ー

ッ上パ面ー上よ部り高のプさロlテOクOタan一以上内に（落上下部さホせッるパこ
ー
と 装着時） 高さl20-l 70111TI以内

定 格 電 圧 AC l OOV (50/60Hz) 

絶 縁 抵 抗 lMO以上

耐 電 圧 lOOOV l分間

使用環墳温度 5-45℃※但し結露なきこと I 5-40℃ ※但U告露なきこと

保存環境温度 -20-60℃ ※但凶舌厖なきこと I -25-60℃ ※但し結露なきこと I -20-60℃（標準）※但し翻禰なきこと

使用環境湿度 45-85%RH※但し結霊なきこと I 20-85%RH※但し結露なきこと

使用周囲雰囲気 油煙、腐食性ガス、可燃性ガスのないこと

投入材料温度 5-70℃※使用環境温度45℃以下 I 5-40℃（標準）

機器設置条件 底面（固定枠）が水平になるように設置すること

主要 部品材質 木体主要部・材料接触部／ステンレス綱板(SUS304)、センサー内材料接触部／セラミックス

外部出力端子 金属検出信号(NO)、正常運転中信号(NO)
I 

正常出カリレー(NC/NO)、金隅検出信号(NO) 1/F信号
排出詈告出力(NO)※MHDl chを除く 排出ダンパー用サーキット九コテクタトリッブ信号(NO) リレー接点出力で4点まで登録可能（オプション）

□ オプション

0耐摩耗仕様

材料接粒部の部吊に耐摩耗処理を施します

〇管理システム

0テストピース
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投入材料温度40℃を超える場合に適用
センサーヘの熱影琶を低減

〇製造元

0安全スイッチ 111111 
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扉を開し）た際に回転物（排出ダンパー）の
動作を止める安全対策機能です
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データ解析

トレーサビリティ

トラブル対応

金属検出データを活用し、品賛改善やトレーサピリティの強化に活用できます

梱脂ケース

� 梱脂ケースに金属球を埋め込んでいます
日常点検や橙器の性能確認1ここ利用ください

金属球

0その他オブション 塁I 11'1口l
上部ホッバー ••••…,．．．．材料投入用ホッパー 悶 ・ ・

上部アタッチメント 上部配管等と接続するアタッチメント※詳細は四相談ください ． 

振動フィーダーシステム .. SAIKA独自の振動フィーダーシステム（特許取得）※詳細はさ相談ください ・ ・ ・

表 示灯 状態表示（緑＝茫党窟転、黄＝金属検出、赤＝エラー発生） • • 石
排出カウンター ・ •金屡検出回数をカウント 蹂 • ぢ

／＼ンディ式タッチバネル 機器本体と離れた場所からでも操作可能（ケーブル長3-6-lOm) ． 

電圧変 更・・・・ AClOOV以外の場合はこ希望の霞圧をこ指定ください • • •
部品材料変更．．． 使用禁止の材料や索材があればこ相談ください ． ． ． 

※検出能力は投入材料や使用環境1こより異なる域合があります。
※ii振動耐環鏡設計には万全を期しておりますが、 使用環境により想定以上の振動やノイズがある場合．誤動作する恐れがあります。
※本製吊は出荷時の点検・調整Ii:は万全を期しておりますが、 万ー、 本製品の故阻・誤作動により付随的損害が生じても当社は一切責任を負いません。あらかじめこ了承ください。
※本製品の仕様外観・栴成等は改善のため予告なしに変更する場合があります。

一般財団法人雑賀技術研究所
〒640-8347和歌山市黒田二丁目1番20号 
TEL.073-4 7 4-0860 (代表） 073-4 73-185 l (直通） 
FAX.073-474-0862 

https://metaridder.com

願う安心創る技術

SAIKA 

Metal Detector 

METARIDDER 
金属検出機メタリダ一®
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